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蕪
嘩

　
　
　
　
　
　
　
　
q

轍欝

（159）助　　役

大見勝平

　
昨
年
、
1
2
月
31
日
付
け
を
も
っ

て
、
今
ま
で
長
い
間
、
役
場
職
員

と
し
て
勤
務
さ
れ
た
、
浦
田
支
所

長
、
久
保
田
秀
五
郎
3
4
年
ー
ヵ
月

税
務
課
長
、
草
村
正
32
年
9
ヵ
月

松
之
山
診
療
所
、
佐
藤
四
平
2
0
年

ー
ヵ
月
、
浦
田
診
療
所
助
産
婦
、

佐
藤
ト
ク
2
0
年
5
ヵ
月
の
四
人
の

方
々
が
、
勧
奨
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
と
し
の
1
月
1
日

付
け
を
も
っ
て
、
役
場
の
係
が
一

部
か
わ
り
ま
し
た
の
で
、
次
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　竹内義一

）

（110）

長
司

課
誠

務
坂

総
保

（110）

会
計
係
：

…
・
，
、
，
…
小
野
塚
一
栄
、
山
岸
悦
子

庶
務
、
財
政
、
人
事
係
：
…

議
会
、
監
査
、
広
報
係
－
…

消
防
、
交
通
、
選
挙
係
：
：

統
計
係
・
：
…
…
…
：
…
…
，
－
。

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
係
…
：

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
：
…
：

　
　
　
　
　
　
町
民
税
係
…
…
：

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
係
・
－

　
　
　
　
　
　
諸
税
係
：
－
、
：
：
…

　
　
　
）

長
良

課
近

業
坂

産
保

（251）（111）

π産
業
経
済
係
，

観
光
係
，
－
…
…

畜
産
係
…
…
：

林
業
係
，
…

農
業
共
済
係
（
た
ば
こ
）

農
業
委
員
会
・

養
蚕
技
術
員
・
・

　土木課長
久保田達司

土
木
建
築
係
…
…
…
…

農
林
土
木
係
…
：
…
…
ー

「
ブ
ル
r
ザ
蓮
転
手

国
民
健
康
保
険
係
…
…
－

保
健
、
衛
生
、
水
道
係
：

厚
生
福
祉
、
保
育
園
係
：

職
業
係
：
…
－
…
：
…
…
：

－
年
金
係
：
…
…

保
健
婦
：
－

，
：
小
口
彦
三
郎
、
小
口
一
成

目
，
村
山
正

　
，
本
山
秀
昭

，
，
、
，
山
岸
正
男

　
，
高
橋
慶
春
、
村
山
賢
次
、

　
，
・
佐
藤
喜
作

社会課長
渡辺庄二

，
，
津
端
和
栄
、
高
沢
　
隆
、

：
小
口
成
一
、
植
木
誠
一
、

：
村
山
達
男

高
波
し
ず

滝
沢
正
彦

和
久
井
正

：
樋
口
敏
光

：
柳
　
能
弘

，
，
中
島
良
一

：
福
原
誠
夫
、
小
野
塚
栄
、
本
山
　
優

、
，
小
野
塚
与
芳
、
竹
内
茂
俊
、
村
山
ゆ
り
子

：
柳
　
能
弘
、
佐
藤
民
雄
、
小
野
塚
三
代

：
清
水
　
智

（112）

鈴山佐村高樋
木岸藤山橋口
正　三俊和哲
行実雄介恵男

佐
藤
明
彦
、
草
村
好
信

久
保
田
雄
司
、
南
雲
　
武

保
坂
広
一
、
大
見
征
一

佐
藤
一
善

：
山
岸
富
司
雄
、
南
雲
晴
夫

：
小
酒
井
桂
、
高
橋
明
夫

，
，
相
沢
正
常
、
津
端
徳
子

、
，
高
橋
寛
一

：
山
口
達
夫
、
津
端
　
薫

、
，
小
川
正
子

璽
周
圃
雄
鱗
轍
繰

戦没者の家族に
特別弔慰金が支給されます

亡くなった等で、年金がもら

えなくなった人の家族に、新

たに、特別弔慰金3万が支給

される二とになりました。

　昭和40年4月1日までに、

戦死者の父母、または、妻が

年金を受けていたメ、で、昭和

47年4月1日までのうちに・

　該当者には、役場の厚生係

が調査して、お知らせします

が、もれおちが、ありました

ら、ご連絡ください。

曹
買
轟

）
印
鑑
登
録
と
印
鑑
証
明
〔

　
　
印
鑑
登
録
と
印
鑑
証
明
の

　
手
続
き
を
さ
れ
る
と
き
は
、

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◆
印
・
鑑
の
登
録
は
、
一
人
一
個

　
に
限
り
ま
す
。

◆
こ
の
登
録
に
は
、
必
ず
実
印

　
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
登
録
さ
れ
て
あ
る
認

　
印
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
、

　
実
印
に
登
録
か
え
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
最
近
『
印
相
鑑
定
師
』
に
印

　鑑の

鑑
定
を
受
け
た
と
こ
ろ

　
字
画
や
、
印
材
が
、
そ
の
人

　
に
適
し
な
い
な
ど
の
理
由
に

　
よ
り
、
新
た
に
印
鑑
を
作
製

　
し
、
改
印
の
申
し
出
を
さ
れ

　
る
方
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

　
登
録
さ
れ
て
あ
る
印
鑑
は
、

　
認
印
で
な
い
限
り
、
簡
単
に

　
改
印
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
未
成
年
者
の
印
鑑
登
録
は
、

　
親
権
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

◆
印
鑑
証
明
を
受
け
る
と
ぎ
は

　
で
き
る
限
り
、
本
人
が
登
録

　
し
て
あ
る
印
鑑
を
も
っ
て
き

　
て
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　昭和48年4月10日
発行新潟県松之山町
編集松之山町役場総務課
T　E　L　（025596）松之山110

印　刷　上越市あかつき印刷

％コー・ホー一

一3月28日松之山常設保育画卒園式一

　　　　　　　おもな内容

Oことしの予算の使いみち（一般会計）・・……………・2

　　総務費・議会費・公債費・諸支出金

O土木費・商工観光費・消防費・春の交通安全………3

0教育費・農林水産業費・助役収入役の再任・一………4

0民生費・衛生費・国保と交通事故……………一…・…5

0簡易水道会計（特別会計）一一…・・……・・3………一6

　　乳児・妊産婦の医療費無料化

O国保・農業共済会計（特別会計）…………一……一…7

0町役しょくいんのいどう…・………一一…・……………8

〆　松之山の人口　、

　　　　2月28日現在

　　（）内は前月と比較

総　数　　6，562人（一51人）

　男　　　3，216人←16人）

　女3，346人（一35人）
世帯数　1，682世帯

L出生6人、死亡4人　　∠
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　義　　　　　　　郵

　昭和48年度、町の各会計予算を　　険校舎改築（東川小）、道路整備事

きめる定例議会は、3月8日、9　　巣、老人いこいの家、　農業と観

日、10日の3日間にわたって、町　光の振興など、　建設的な事業を

役場で招集され、一般会計予算総　　積極的に推進すると共に、住民の

額6億7千2百万円を始め、特別　　要望を出来るだけ取り入れて、税

職の報酬引上げ条例など、提出さ　　負担の軽減、社会福祉対策の充実、

れた議案は、予算6件、条例15件　　自然環境整備などの施策を重点に、

その他12件で、いずれも賛成多数　　ことしの予算編成につとめました。

で原案どうり可決されました。　　　　それでは今年の予算の使いみち

　ことしの予算編成にあたって、　　について、次により説明します。

相当困難な財政状態のなかで、危

特
別
職
報
酬
額

　
　
　
町
　
長

　
　
　
助
　
役

　
　
　
収
入
役

■
総
務
費
…

　
総
務
費
は
、

円
の
増
額
で
、

報
酬
五
七
七
万
円
、

料
七
七
七
万
円
、

（
月
額
）
・

（
月
額
）
…

（
月
額
）
・

…
：
六
五
九
三
万
円 ・

十
八
万
三
千
円

十
五
万
二
千
円

・
十
四
万
六
千
円

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
よ
り
九
七
〇
万

　
　
　
　
　
　
お
も
な
内
容
は
三
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
職
十
三
名
給

　
　
　
　
　
　
　
役
場
庁
舎
内
に
電
話

交
換
台
の
設
置
費
用
四
〇
万
円
、
役
場

前
の
舗
装
工
事
費
一
八
O
万
円
、
ジ
ー

プ
一
台
購
入
費
一
一
五
万
円
、
小
中
学

校
の
統
合
で
、
児
童
の
バ
ス
待
合
所
を

五
棟
の
建
設
費
一
七
五
万
円
、
九
月
改

選
予
定
の
農
業
委
員
選
挙
経
費
三
六
万

円
、
こ
の
ほ
か
は
、
一
般
的
な
事
務
経

費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
議
会
費
…
…

　
議
会
費
は
、

円
増
加
、

教
育
長
（
月
額
）

議
　
長
（
月
額
）

議
　
員
（
月
額
）
：

　
　
…
一
二
七
二
万
円

昨
年
度
よ
り
一
七
三
万

　
　
　
　
議
員
報
酬
2
2
名
七
四
二
万
円

議
員
手
当
二
二
二
万
円
、
こ
の
ほ
か
は

議
会
運
営
の
た
め
の
関
係
費
用
で
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
…
…
…
三
九
九
万
円

　
農
地
農
業
用
施
設
災
害
（
猪
之
名
、

天
水
越
、
天
水
島
地
区
）
復
旧
を
す
る

た
め
の
必
要
な
経
費
が
、
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

■
公
債
費
…
…
…
…
…
四
七
〇
六
万
円

　
住
み
よ
い
町
つ
く
り
の
た
め
、
町
で

は
毎
年
、
種
々
の
大
き
な
建
設
的
な
事

…
十
二
万
円

…
四
万
二
千
円

・
二
万
七
千
円

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

自
己
財
源
で
は
足
り
な
い
の
で
、
国
や

県
な
ど
か
ら
安
い
利
子
で
、
長
期
に
わ

た
っ
て
返
し
て
い
く
借
金
（
町
債
）
を

し
ま
す
。
こ
の
借
り
た
資
金
の
返
済
金

　
（
元
金
と
莉
子
）
で
す
。

■
諸
支
出
金
：
…
…
…
二
二
〇
九
万
円

　
こ
の
支
出
金
の
内
容
は
、
繰
出
金
が

お
も
で
、
農
業
共
済
会
計
に
一
五
〇
万

円
、
国
保
会
計
に
六
六
〇
万
円
、
松
之

山
簡
易
水
道
会
計
に
三
八
○
万
円
な
ど

で
す
。

■
予
備
費
…
…
…
…
…
…
四
二
三
万
円
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土
木
費
は
、
昨
年
度
よ
り
四
九
六
六

万
円
の
増
で
、
こ
れ
は
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
で
、
全
体
の
2
3
％
を
し

め
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
自
動
車
の
普
及
で
、
そ
れ
に

伴
な
っ
て
交
通
量
の
激
増
は
、
目
を
見

は
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
浦
田
に
通
ず
る
松
代
松
之

山
線
を
、
こ
こ
数
年
、
道
路
の
改
良
、

橋
梁
の
架
替
え
、
と
し
て
舗
装
を
重
点

施
策
に
と
り
あ
げ
て
整
備
し
て
お
り
ま

す
。
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
松
代
松
之
山
線
（
曽
根
地
内
）
舗
装

事
業
費
…
…
…
…
…
…
一
九
一
五
万
円

　
昨
年
、
松
代
松
之
山
線
（
曽
根
地
内
）

道
路
改
良
し
た
所
を
、
こ
と
し
延
長
一

四
三
四
灯
、
員
五
、
五
灯
の
舗
装
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
松
代
松
之
山
線
（
松
口
地
内
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮

　
　
　
　
　
　
　
　
国
騨
猷

事
業
費
…
…
…
…
…
…
一
爾
一
二
九
万
円

　
昨
年
、
観
音
寺
地
内
か
ら
川
手
分
校

し
た
の
橋
ま
で
舗
装
し
ま
し
た
が
、
二

ヵ
年
断
続
で
、
こ
と
し
は
、
そ
の
先
を

松
口
の
作
業
所
ま
で
、
延
長
八
O
八
肩

巾
員
五
訂
の
舗
装
改
良
す
る
工
事
費
で

す
。▼

崩
田
田
麦
立
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
…
：
…
：
六
四
五
万
円

　
樋
口
か
ら
月
池
に
通
ず
る
、
崩
田
部

落
内
を
延
長
三
〇
〇
灯
、
巾
員
四
眉
に

道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
湯
本
藤
原
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
・
：
：
ニ
ニ
九
八
万
円

　
大
松
山
に
通
ず
る
上
湯
部
落
内
を
延

長
八
O
O
后
、
巾
員
四
材
に
道
路
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
橋
詰
猪
之
名
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
…
⊥
〇
六
四
万
円

　
昨
年
、
観
音
寺
橋
を
永
久
橋
に
架
替

え
し
ま
し
た
。
そ
の
先
を
、
橋
詰
ま
で

通
ず
る
間
を
延
長
五
八
七
灯
、
巾
員
四

着
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
杢
坂
水
頭
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
七
一
一
二
万
円

　
兎
ロ
バ
ス
停
留
所
入
口
か
ら
、
兎
口

部
落
内
を
延
長
五
三
〇
材
、
巾
員
四
后

に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
特
別
豪
冒
地
帯
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費
…
…
…
…
二
ニ
ニ
三
万
円

　
特
別
豪
雪
地
帯
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

と
は
、
積
雪
が
特
に
は
な
は
だ
し
く
、

長
期
交
通
が
困
難
と
な
り
、
住
民
の
生

活
が
阻
害
さ
れ
る
地
域
に
、
克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
地
域
の
交
通
確

保
と
、
民
生
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
年

度
指
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
、

未
定
で
す
が
、
建
設
予
定
地
域
は
、
浦

田
（
原
則
と
し
て
旧
村
単
位
）
に
、
施

設
は
、
鉄
筋
二
階
建
、
廷
べ
二
〇
〇
坪

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
建
設
機
械
運
営
費
：
二
五
九
七
万
円

　
こ
の
経
費
の
内
容
は
、
除
雪
ブ
ル
ド

ー
ザ
十
一
ト
ン
芸
・
購
入
費
（
更
新
）

六
一
〇
万
円
、
冬
期
除
雪
に
よ
る
運
転

手
十
二
人
臨
時
雇
賃
金
な
ど
で
四
三
三

万
円
、
こ
の
ほ
か
ブ
ル
の
燃
料
費
、
修

繕
料
で
三
七
〇
万
円
、
冬
期
除
雪
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

▼
県
営
事
業
負
担
金
…
一
〇
二
八
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
を
通
っ
て
い
る

県
道
の
改
良
、
舗
装
、
特
に
こ
と
し
は

鹿
渡
ズ
イ
ド
ー
に
三
億
円
の
工
事
費
を

要
求
、
ま
た
、
町
内
の
地
上
り
防
止
、

砂
防
、
な
だ
れ
防
止
工
事
な
ど
の
事
業

を
促
進
す
る
よ
う
国
、
県
に
働
き
か
け

て
お
り
ま
す
。
こ
と
し
の
公
共
県
単
事

業
費
の
要
求
総
額
五
億
一
千
万
円
に
対

す
る
町
の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
土
木
費
で
は
、
町
道
補

修
員
二
人
賃
金
一
〇
七
万
円
、
ク
ロ
ー

ラ
i
道
付
け
六
地
区
委
託
料
一
八
万
円

町
道
敷
砂
利
四
五
〇
万
円
、
交
通
安
全

対
策
防
護
棚
を
兎
口
、
上
蝦
池
に
、
そ

れ
ぞ
れ
50
競
で
四
〇
万
円
な
ど
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
観
光
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
八

○
万
円
増
額
、
こ
の
経
費
は
お
も
に
、

自
然
休
養
村
計
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ

た
観
光
費
の
増
額
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
野
鳥
公
園
休
け
い
舎

二
棟
（
湯
山
、
松
里
地
区
に
）
建
設
費

二
〇
五
万
円
、
岩
見
堂
登
山
道
工
事
費

二
〇
万
円
、
湯
本
温
泉
街
に
大
型
観
光

バ
ス
の
廻
り
場
建
設
費
二
九
〇
万
円
が

お
も
な
事
業
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
町
観
光
協
会
補
助
金
六
〇

万
円
、
町
商
工
会
補
助
金
七
〇
万
円
、

野
鳥
こ
け
し
奨
励
補
助
金
一
〇
万
円
、

町
内
中
小
企
業
貸
付
金
三
〇
〇
万
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
昨
年
度
よ
り
一
四
八
二

万
円
増
額
で
、
4
6
年
の
7
月
、
上
越
を

中
心
と
す
る
1
9
市
町
村
が
、
上
越
地
域

広
域
消
防
事
務
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
、

圏
内
の
市
町
村
の
消
防
や
、
救
急
業
務

を
一
本
化
し
て
共
同
処
理
し
、
辺
地
の

消
防
力
低
下
を
防
ぐ
と
共
に
、
地
域
全

体
の
消
防
機
動
力
を
強
化
し
、
人
々
の

生
活
の
安
全
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
昨
年
、
松
代
町
に
消
防
分
遣

所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
広
域
消

防
事
務
組
合
分
担
金
二
二
〇
二
万
円
で

一
番
大
き
い
額
で
す
。

　
次
に
お
も
な
施
設
は
、
可
搬
ポ
ン
プ

ニ
台
、
ホ
ー
ス
背
負
器
三
基
、
団
員
の

消
防
服
更
新
四
〇
〇
着
分
、
防
火
水
槽

消
防
道
路
工
事
費
な
ど
を
計
上
。

　
交
通
安
全
は
、
町
民
の
願
い
で

す
。
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま
で
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
せ

い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
歩
行
者
も

運
転
車
も
交
通
安
全
の
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
高
め
、
事
故
を
お
こ

春　の交通安全運動の実施
　　期問4月6日～15日

さ
な
い
よ
う
に
、
町

と
安
塚
警
察
署
で
は

こ
の
運
動
期
間
に
次

の
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
歩
行
者
と
く
に
新

入
学
児
童
、
保
育
園

児
の
安
全
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

■
街
頭
指
導
の
実
施

■
ポ
ス
タ
i
、
チ
ラ

シ
の
配
布
。

■
ス
タ
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
の
児
童
、
園
児
の

歩
行
優
先
。
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　昭和48年度、町の各会計予算を　　険校舎改築（東川小）、道路整備事

きめる定例議会は、3月8日、9　　巣、老人いこいの家、　農業と観

日、10日の3日間にわたって、町　光の振興など、　建設的な事業を

役場で招集され、一般会計予算総　　積極的に推進すると共に、住民の

額6億7千2百万円を始め、特別　　要望を出来るだけ取り入れて、税

職の報酬引上げ条例など、提出さ　　負担の軽減、社会福祉対策の充実、

れた議案は、予算6件、条例15件　　自然環境整備などの施策を重点に、

その他12件で、いずれも賛成多数　　ことしの予算編成につとめました。

で原案どうり可決されました。　　　　それでは今年の予算の使いみち

　ことしの予算編成にあたって、　　について、次により説明します。

相当困難な財政状態のなかで、危

特
別
職
報
酬
額

　
　
　
町
　
長

　
　
　
助
　
役

　
　
　
収
入
役

■
総
務
費
…

　
総
務
費
は
、

円
の
増
額
で
、

報
酬
五
七
七
万
円
、

料
七
七
七
万
円
、

（
月
額
）
・

（
月
額
）
…

（
月
額
）
・

…
：
六
五
九
三
万
円 ・

十
八
万
三
千
円

十
五
万
二
千
円

・
十
四
万
六
千
円

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
よ
り
九
七
〇
万

　
　
　
　
　
　
お
も
な
内
容
は
三
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
職
十
三
名
給

　
　
　
　
　
　
　
役
場
庁
舎
内
に
電
話

交
換
台
の
設
置
費
用
四
〇
万
円
、
役
場

前
の
舗
装
工
事
費
一
八
O
万
円
、
ジ
ー

プ
一
台
購
入
費
一
一
五
万
円
、
小
中
学

校
の
統
合
で
、
児
童
の
バ
ス
待
合
所
を

五
棟
の
建
設
費
一
七
五
万
円
、
九
月
改

選
予
定
の
農
業
委
員
選
挙
経
費
三
六
万

円
、
こ
の
ほ
か
は
、
一
般
的
な
事
務
経

費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
議
会
費
…
…

　
議
会
費
は
、

円
増
加
、

教
育
長
（
月
額
）

議
　
長
（
月
額
）

議
　
員
（
月
額
）
：

　
　
…
一
二
七
二
万
円

昨
年
度
よ
り
一
七
三
万

　
　
　
　
議
員
報
酬
2
2
名
七
四
二
万
円

議
員
手
当
二
二
二
万
円
、
こ
の
ほ
か
は

議
会
運
営
の
た
め
の
関
係
費
用
で
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
…
…
…
三
九
九
万
円

　
農
地
農
業
用
施
設
災
害
（
猪
之
名
、

天
水
越
、
天
水
島
地
区
）
復
旧
を
す
る

た
め
の
必
要
な
経
費
が
、
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

■
公
債
費
…
…
…
…
…
四
七
〇
六
万
円

　
住
み
よ
い
町
つ
く
り
の
た
め
、
町
で

は
毎
年
、
種
々
の
大
き
な
建
設
的
な
事

…
十
二
万
円

…
四
万
二
千
円

・
二
万
七
千
円

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

自
己
財
源
で
は
足
り
な
い
の
で
、
国
や

県
な
ど
か
ら
安
い
利
子
で
、
長
期
に
わ

た
っ
て
返
し
て
い
く
借
金
（
町
債
）
を

し
ま
す
。
こ
の
借
り
た
資
金
の
返
済
金

　
（
元
金
と
莉
子
）
で
す
。

■
諸
支
出
金
：
…
…
…
二
二
〇
九
万
円

　
こ
の
支
出
金
の
内
容
は
、
繰
出
金
が

お
も
で
、
農
業
共
済
会
計
に
一
五
〇
万

円
、
国
保
会
計
に
六
六
〇
万
円
、
松
之

山
簡
易
水
道
会
計
に
三
八
○
万
円
な
ど

で
す
。

■
予
備
費
…
…
…
…
…
…
四
二
三
万
円
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土
木
費
は
、
昨
年
度
よ
り
四
九
六
六

万
円
の
増
で
、
こ
れ
は
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
で
、
全
体
の
2
3
％
を
し

め
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
自
動
車
の
普
及
で
、
そ
れ
に

伴
な
っ
て
交
通
量
の
激
増
は
、
目
を
見

は
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
浦
田
に
通
ず
る
松
代
松
之

山
線
を
、
こ
こ
数
年
、
道
路
の
改
良
、

橋
梁
の
架
替
え
、
と
し
て
舗
装
を
重
点

施
策
に
と
り
あ
げ
て
整
備
し
て
お
り
ま

す
。
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
松
代
松
之
山
線
（
曽
根
地
内
）
舗
装

事
業
費
…
…
…
…
…
…
一
九
一
五
万
円

　
昨
年
、
松
代
松
之
山
線
（
曽
根
地
内
）

道
路
改
良
し
た
所
を
、
こ
と
し
延
長
一

四
三
四
灯
、
員
五
、
五
灯
の
舗
装
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
松
代
松
之
山
線
（
松
口
地
内
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮

　
　
　
　
　
　
　
　
国
騨
猷

事
業
費
…
…
…
…
…
…
一
爾
一
二
九
万
円

　
昨
年
、
観
音
寺
地
内
か
ら
川
手
分
校

し
た
の
橋
ま
で
舗
装
し
ま
し
た
が
、
二

ヵ
年
断
続
で
、
こ
と
し
は
、
そ
の
先
を

松
口
の
作
業
所
ま
で
、
延
長
八
O
八
肩

巾
員
五
訂
の
舗
装
改
良
す
る
工
事
費
で

す
。▼

崩
田
田
麦
立
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
…
：
…
：
六
四
五
万
円

　
樋
口
か
ら
月
池
に
通
ず
る
、
崩
田
部

落
内
を
延
長
三
〇
〇
灯
、
巾
員
四
眉
に

道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
湯
本
藤
原
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
・
：
：
ニ
ニ
九
八
万
円

　
大
松
山
に
通
ず
る
上
湯
部
落
内
を
延

長
八
O
O
后
、
巾
員
四
材
に
道
路
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
橋
詰
猪
之
名
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
…
⊥
〇
六
四
万
円

　
昨
年
、
観
音
寺
橋
を
永
久
橋
に
架
替

え
し
ま
し
た
。
そ
の
先
を
、
橋
詰
ま
で

通
ず
る
間
を
延
長
五
八
七
灯
、
巾
員
四

着
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
杢
坂
水
頭
線
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
七
一
一
二
万
円

　
兎
ロ
バ
ス
停
留
所
入
口
か
ら
、
兎
口

部
落
内
を
延
長
五
三
〇
材
、
巾
員
四
后

に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▼
特
別
豪
冒
地
帯
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
費
…
…
…
…
二
ニ
ニ
三
万
円

　
特
別
豪
雪
地
帯
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

と
は
、
積
雪
が
特
に
は
な
は
だ
し
く
、

長
期
交
通
が
困
難
と
な
り
、
住
民
の
生

活
が
阻
害
さ
れ
る
地
域
に
、
克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
地
域
の
交
通
確

保
と
、
民
生
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
年

度
指
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
、

未
定
で
す
が
、
建
設
予
定
地
域
は
、
浦

田
（
原
則
と
し
て
旧
村
単
位
）
に
、
施

設
は
、
鉄
筋
二
階
建
、
廷
べ
二
〇
〇
坪

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
建
設
機
械
運
営
費
：
二
五
九
七
万
円

　
こ
の
経
費
の
内
容
は
、
除
雪
ブ
ル
ド

ー
ザ
十
一
ト
ン
芸
・
購
入
費
（
更
新
）

六
一
〇
万
円
、
冬
期
除
雪
に
よ
る
運
転

手
十
二
人
臨
時
雇
賃
金
な
ど
で
四
三
三

万
円
、
こ
の
ほ
か
ブ
ル
の
燃
料
費
、
修

繕
料
で
三
七
〇
万
円
、
冬
期
除
雪
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

▼
県
営
事
業
負
担
金
…
一
〇
二
八
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
を
通
っ
て
い
る

県
道
の
改
良
、
舗
装
、
特
に
こ
と
し
は

鹿
渡
ズ
イ
ド
ー
に
三
億
円
の
工
事
費
を

要
求
、
ま
た
、
町
内
の
地
上
り
防
止
、

砂
防
、
な
だ
れ
防
止
工
事
な
ど
の
事
業

を
促
進
す
る
よ
う
国
、
県
に
働
き
か
け

て
お
り
ま
す
。
こ
と
し
の
公
共
県
単
事

業
費
の
要
求
総
額
五
億
一
千
万
円
に
対

す
る
町
の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
土
木
費
で
は
、
町
道
補

修
員
二
人
賃
金
一
〇
七
万
円
、
ク
ロ
ー

ラ
i
道
付
け
六
地
区
委
託
料
一
八
万
円

町
道
敷
砂
利
四
五
〇
万
円
、
交
通
安
全

対
策
防
護
棚
を
兎
口
、
上
蝦
池
に
、
そ

れ
ぞ
れ
50
競
で
四
〇
万
円
な
ど
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
観
光
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
八

○
万
円
増
額
、
こ
の
経
費
は
お
も
に
、

自
然
休
養
村
計
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ

た
観
光
費
の
増
額
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
野
鳥
公
園
休
け
い
舎

二
棟
（
湯
山
、
松
里
地
区
に
）
建
設
費

二
〇
五
万
円
、
岩
見
堂
登
山
道
工
事
費

二
〇
万
円
、
湯
本
温
泉
街
に
大
型
観
光

バ
ス
の
廻
り
場
建
設
費
二
九
〇
万
円
が

お
も
な
事
業
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
町
観
光
協
会
補
助
金
六
〇

万
円
、
町
商
工
会
補
助
金
七
〇
万
円
、

野
鳥
こ
け
し
奨
励
補
助
金
一
〇
万
円
、

町
内
中
小
企
業
貸
付
金
三
〇
〇
万
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
昨
年
度
よ
り
一
四
八
二

万
円
増
額
で
、
4
6
年
の
7
月
、
上
越
を

中
心
と
す
る
1
9
市
町
村
が
、
上
越
地
域

広
域
消
防
事
務
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
、

圏
内
の
市
町
村
の
消
防
や
、
救
急
業
務

を
一
本
化
し
て
共
同
処
理
し
、
辺
地
の

消
防
力
低
下
を
防
ぐ
と
共
に
、
地
域
全

体
の
消
防
機
動
力
を
強
化
し
、
人
々
の

生
活
の
安
全
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
昨
年
、
松
代
町
に
消
防
分
遣

所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
広
域
消

防
事
務
組
合
分
担
金
二
二
〇
二
万
円
で

一
番
大
き
い
額
で
す
。

　
次
に
お
も
な
施
設
は
、
可
搬
ポ
ン
プ

ニ
台
、
ホ
ー
ス
背
負
器
三
基
、
団
員
の

消
防
服
更
新
四
〇
〇
着
分
、
防
火
水
槽

消
防
道
路
工
事
費
な
ど
を
計
上
。

　
交
通
安
全
は
、
町
民
の
願
い
で

す
。
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま
で
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
せ

い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
歩
行
者
も

運
転
車
も
交
通
安
全
の
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
高
め
、
事
故
を
お
こ

春　の交通安全運動の実施
　　期問4月6日～15日

さ
な
い
よ
う
に
、
町

と
安
塚
警
察
署
で
は

こ
の
運
動
期
間
に
次

の
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
歩
行
者
と
く
に
新

入
学
児
童
、
保
育
園

児
の
安
全
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

■
街
頭
指
導
の
実
施

■
ポ
ス
タ
i
、
チ
ラ

シ
の
配
布
。

■
ス
タ
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
の
児
童
、
園
児
の

歩
行
優
先
。



i
㊤
二
1

14”1”1”肥1”1”II”””1””Illl”lll”llII”””””1”IIIコーホーまつのやま48．4．10”””IIII””””1”1”1”Ill””Ill”II”ll”lll”””1”lll””1”

　
教
育
費
は
、
昨
年
度
よ
り

三
九
〇
四
万
円
増
で
、
こ
れ

は
一
般
会
計
中
二
番
目
に
大

き
な
比
率
で
、
全
体
の
2
2
％

を
し
め
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
浦
田
小

学
校
改
築
に
引
き

続
い
て
、
こ
と
し

も
、
危
険
校
舎
改

築
で
東
川
小
学
校
（
大
正
1
5

年
の
建
物
）
校
舎
を
、
現
在

の
校
舎
の
位
置
に
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延

べ
三
七
〇
坪
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

東
川
4
学
校
を
改
築

　
学
校
建
設
に
あ
た
っ
て
、
危
険
校
舎

改
築
で
は
、
国
の
補
助
金
が
三
分
の
一

と
少
な
く
（
統
合
校
舎
の
場
合
は
三
分

の
二
補
助
）
町
財
政
が
非
常
に
苦
し
い

と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
年
々
児
童
数

　
、

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
）

の
減
少
に
よ
り
、
坪
野
小
学
校
を
統
合

に
と
、
議
会
特
別
委
員
、
教
育
委
員
が

坪
野
地
区
に
出
む
い
て
話
し
合
い
し
た

が
、
統
合
に
踏
み
切
れ
ず
、
危
険
校
舎

改
築
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
経
費
と
し

て
、
松
之
山
小
校
舎
裏
側
溝
工
事
費
二

八
万
円
、
三
省
小
屋
根
工
事
一
一
五
万

円
、
浦
田
小
グ
ラ
ン
ド
整
地
工
事
一
五

〇
万
円
、
松
中
灯
油
タ
ン
タ
埋
設
工
事

一
四
五
万
円
、
松
中
通
学
道
路
（
川
手

　
　
　
　
線
）
工
事
二
〇
万
円
、
学
校

　
　
　
　
無
人
化
施
設
（
松
中
、
浦
田

　
　
　
　
小
）
工
事
一
二
〇
万
円
の
ほ

　
　
　
　
か
、
各
学
校
の
営
繕
修
繕
費

消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
教
材
費
な
ど
を

合
せ
て
、
小
学
校
費
で
は
コ
ニ
〇
四
万

円
、
中
学
校
費
で
は
六
一
一
万
円
、
寄

宿
舎
運
営
費
三
三
三
万
円
な
ど
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

助
役
・

　
3
月
2
9
日
招
集
さ
れ
た
臨
時
町
議

会
に
お
い
て
、
4
月
1
6
日
任
期
が
満

了
と
な
る
助
役
、
収
入
役
の
選
任
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
が
あ
り
、
助
役

（
助
役
大
見
勝
平
略
歴
）

　
大
正
2
年
生
れ
6
0
歳
、
尋
常
高
等

小
卒
、
元
収
入
役
5
期
を
経
て
、
昭

和
4
0
年
か
ら
助
役
に
就
任
。

収
入
役
再
任

に
は
大
見
勝
平
氏
、
収
入
役
に
は

田
辺
誠
二
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

（
収
入
役
田
辺
誠
二
略
歴
）

　
大
正
1
3
年
生
れ
4
8
歳
、
東
京
実

業
高
卒
、
昭
和
2
3
年
か
ら
役
場
産

業
課
勤
務
を
経
て
、
昭
和
4
0
年
か

ら
収
入
役
に
就
任
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
昨
年
度

よ
り
三
三
七
〇
万
円
増
、
こ
こ

数
年
、
米
の
生
産
調
整
に
あ
お

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
と
し
は
、

調
整
の
最
終
年
度
に
入
り
、
今

後
、
町
の
農
業
振
興
整
備
計
画

を
進
め
る
上
に
、
そ
の
事
務
費

自
然
休
養
村
計
画
費
、
ま
た
、

農
林
業
費
で
一
番
大
き
な
事
業

は
、
林
道
開
設
、
農
道
整
備
、

団
地
造
林
な
ど
の
事
業
費
が
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
お
も
な
事
業
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
農
業
振
異
費
…
六
七
九
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農

し
、

百
円
、

牛牛
4
5
円
、

▼
農
業
振
異
地
域
整
備
事
業
費
6
3
万
円

　
米
の
生
産
調
整
終
了
後
、
町
の
農
業

振
興
を
進
め
て
行
く
た
め
の
推
進
委
員

（
1
9
名
）
費
用
弁
償
な
ど
経
費
で
あ
り

ま
す
。

▼
自
然
休
養
村
整
備
計
面
費
九
五
万
円

　
こ
と
し
は
、
自
然
休
養
村
指
定
の
た

め
基
礎
調
査
計
画
年
度
の
、
事
務
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
林
業
総
務
費
…
…
…
…
六
〇
一
万
円

　
治
山
林
道
協
会
負
担
金
、
町
森
林
組

　
業
奨
励
補
助
金
、
負
担
金
が
お
も

　
で
た
ば
こ
耕
作
組
合
、
な
め
こ
増

　
殖
組
合
、
養
蚕
事
業
組
合
、
病
害

　
虫
防
除
協
議
会
、
長
い
も
栽
培
組

　
合
な
ど
に
支
出
す
る
経
費
が
計
上

　
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
▼
畜
麿
振
異
費
…
…
一
二
〇
万
円

　
子
牛
多
頭
生
産
奨
励
補
助
金
（
二

　
頭
目
の
一
頭
に
対
し
二
万
円
補
助
）
、

　
牛
人
工
授
精
補
助
金
、
肥
育
も
と

　
牛
導
入
事
業
補
助
金
（
一
八
○
頭
）

な
ど
、
牛
の
生
産
奨
励
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
▼
草
地
利
用
対
策
費
一
〇
八
万
円

　
　
こ
の
費
用
は
、
大
厳
寺
原
牧
場

　
の
運
営
費
が
お
も
で
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
放
牧
料
を
10
円
値
上
げ

放
牧
料
一
日
、
牛
（
1
2
ヵ
月
以
上
）

　
　
牛
（
1
2
ヵ
月
未
満
）
9
0
円
、
子

（
6
ヵ
月
未
満
）
3
0
円
、
肥
育
も
と

　
　
　
め
ん
よ
う
2
0
円
に
な
り
ま
す
。

合
労
務
班
育
成
負
担
金
な
ど
、
町
の
造

林
振
興
を
進
め
て
行
く
た
め
の
補
助
金

負
担
金
で
、
こ
の
ほ
か
は
経
常
的
な
経

費
で
あ
り
ま
す
。

▼
林
道
天
水
越
線
工
事
費
…
三
六
六
二

万
円

　
こ
の
林
道
は
、
大
厳
寺
原
牧
場
か
ら

長
野
県
、
野
々
海
高
原
ま
で
、
総
工
事

費
二
億
一
千
万
円
、
総
延
長
六
八
二
〇

屑
を
、
五
年
計
画
で
実
施
す
る
林
道
で

あ
り
ま
す
。
こ
と
し
は
二
年
度
目
で
、

延
長
一
七
〇
〇
灯
、
巾
員
四
灯
を
開
拓

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
東
山
団
地
造
林
事
巣
費
…
一
〇
六
顧

万
円

　
昨
年
、
東
山
団
地
1
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
造

林
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
引
き
続
い

て
1
6
ヘ
タ
タ
ー
ル
を
団
地
造
林
す
る
事

業
費
で
す
。

▼
一
般
農
道
東
山
線
改
良
事
桑
費
・
…
・

一
一
六
九
二
万
円

　
こ
と
し
か
ら
三
力
年
計
画
で
、
赤
倉

か
ら
東
山
部
落
ま
で
、
総
延
長
一
八
三

七
牌
、
巾
貝
四
㍊
を
道
路
改
良
す
る
事

業
費
で
、
こ
と
し
は
延
長
五
〇
二
灯
、

巾
員
四
層
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

▼
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
巣
費
…

七
〇
〇
万
円

　
西
之
前
か
ら
福
島
よ
り
に
宮
田
線
を

延
長
五
五
〇
灯
、
巾
員
三
、
六
灯
の
農

道
を
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。
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老
人
福
祉
を
充
実

　
　
老
人
い
こ
い
の
家
建
設
三
五
八
万
円

■
民
生
費
…
…
…
…
…
…
六
一
五
万
円

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
七
一
万

円
増
額
、
こ
の
予
算
で
は
、
老
人
の
福

祉
関
係
の
費
用
一
〇
八
七
万
円
で
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
老
人
に
、
暖
か
い
手
を
と

そ
の
老
人
の
福
祉
の
た
め
、
老
人
奉
任

員
を
置
え
た
り
、
ね
た
き
り
老
人
の
医

療
費
一
〇
九
万
円
、
7
0
歳
以
上
の
老
人

医
療
費
七
三
〇
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
補

助
金
四
〇
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

老
人
の
方
々
の
健
康
と
、
い
こ
い
の

場
に
、
町
は
昨
年
、
温
泉
を
堀
さ
く
し

毎
分
四
百
μ
の
温
泉
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
老
人
い
こ
い
の
家
建
設
工
事
費

一
五
五
八
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
建

設
予
定
地
は
、
旧
松
里
中
分
校
と
な
り

に
予
定
し
て
い
る
。
建
設
坪
数
約
九
五

坪
、
温
泉
は
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
、

過
熱
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
児
童
福
祉
七
八
八
万
円
は
、

こ
と
し
4
月
1
日
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
対
象
が
広
が
る
こ
と
で
、
こ
の
児
童

手
当
費
七
二
〇
万
円
、
松
之
山
常
設
保

育
所
費
六
一
三
万
円
、
へ
き
地
保
育
所

費
（
松
里
、
浦
田
、
観
音
寺
）
七
九
五

万
円
、
季
節
保
育
所
費
（
三
省
、
東
川
、

中
立
山
、
黒
倉
、
下
布
川
）
一
七
四
万

円
、
国
民
年
金
事
務
費
四
七
九
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
労
働
費
は
、
昨
年
度
よ
り
六
四
万
円

の
増
額
、
こ
の
経
費
は
、
お
も
に
出
稼

関
係
で
、
出
稼
相
談
員
費
、
町
内
求
人

対
策
費
、
出
稼
共
助
会
費
、
内
職
奨
励

費
、
失
業
認
定
費
、
町
出
稼
共
助
会
補

助
金
、
職
業
訓
練
所
費
、
出
稼
リ
ー
ダ

ー
会
議
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
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×
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国
民
健
康
保
険
の

手
続
き

左
記
の
よ
う
な
二
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
世
帯
主
の
方
は
必
ず
1
4
日

以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

糊諺魍

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
で
被
害
者
と
な

っ
て
、
医
療
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
、
相
手
方
と
話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
ず
に
国
保
の

保
険
証
で
、
診
療
を
受
る
と

き
は
、
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乳
児
・
妊
産
婦
医
療
費
を
無
料

ゴ
ミ
集
収
車
一
台
を
購
入

衛
生
費
．
．
…
…
…
…
二
三
六
七
万
円
　
　
　
に
あ
て
る
経
費
に
充
実
を
は
か
り
ま
し

◆
届
出
は
役
場
社
会
課
国
保
係
へ

○
必
ず
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う

O
免
許
証
を
見
せ
て
も
ら
う

　
（
住
所
・
氏
名
）

○
示
談
は
慎
重
に

○
目
撃
者
を
さ
が
そ
う

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
町
民
が
　
健
康

な
毎
日
を
送
る
た
め
に
、
毎
年
、
予
防

接
種
、
間
接
さ
つ
い
、
成
人
病
予
防
検

診
、
清
掃
用
薬
品
な
ど
の
費
用
は
、
昨

年
ど
お
り
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

と
し
は
、
母
子
衛
生
費
に
重
点
を
置
き

そ
の
経
費
二
六
六
万
円
で
、
妊
産
婦
お

よ
び
乳
児
医
療
費
を
計
上
し
、
生
れ
て

く
る
母
子
保
建
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

事故にあったら

必ず役場外届出を

　　●
Ol’

マ
ダ

19『73
誕

た
。
　
（
6
頁
掲
載
）

　
つ
ぎ
に
町
営
大
葬
場
運
営
費
七
〇
万
円

ご
み
し
尿
処
理
関
係
費
用
二
六
三
万
円

は
、
津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

が
お
も
で
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
収
集
、

ご
み
の
処
理
に
は
、
町
民
に
ご
め
い
わ

く
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ

収
集
車
一
台
を
購
入
し
、
万
全
に
備
え

た
い
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㎡‘

－

ビ

7
客

手続きに必要なもの

印鑑、米殼通帳
資格喪失の証明書

こんな場合は手続きを

印鑑、被保険者証
母子手帳

印鑑、米殼通帳、
保護廃止通知書

転入したとき
勤務先の健康保険を
やめるとき

子どもが生まれたと
き

生活保護が廃止され
たとき

入
　
る
　
場
合

印鑑、被保険者証

転出のとき

勤務先の健康保険に
加入したとき

印鑑、被保険者証
死亡診断書または
死亡証明書

印鑑、被保険者証
保護決定通知書

死亡したとき

生活保護が開始され
たとき

や
　
め

る
　
場
　
合

印鑑、被保険者証

市町村内で住所が変わ
ったとき

印鑑

印鑑在学証明書

加入者の氏名が変わっ
たとき

世帯主が変わったとき

世帯主の合併、分離のとき

被保険者証をなくした
とき

子弟が就学で他の市町
村に転出するため、別
の被保険者証が必要な
とき

印鑑

間
め
要

期
た
必

長
く
が

、
行
証

ど
に
者

な
ど
険

ぎ
な
保

せ
県
被
き

か
府
の
と

出
他
別
な
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教
育
費
は
、
昨
年
度
よ
り

三
九
〇
四
万
円
増
で
、
こ
れ

は
一
般
会
計
中
二
番
目
に
大

き
な
比
率
で
、
全
体
の
2
2
％

を
し
め
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
浦
田
小

学
校
改
築
に
引
き

続
い
て
、
こ
と
し

も
、
危
険
校
舎
改

築
で
東
川
小
学
校
（
大
正
1
5

年
の
建
物
）
校
舎
を
、
現
在

の
校
舎
の
位
置
に
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延

べ
三
七
〇
坪
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

東
川
4
学
校
を
改
築

　
学
校
建
設
に
あ
た
っ
て
、
危
険
校
舎

改
築
で
は
、
国
の
補
助
金
が
三
分
の
一

と
少
な
く
（
統
合
校
舎
の
場
合
は
三
分

の
二
補
助
）
町
財
政
が
非
常
に
苦
し
い

と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
年
々
児
童
数

　
、

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
）

の
減
少
に
よ
り
、
坪
野
小
学
校
を
統
合

に
と
、
議
会
特
別
委
員
、
教
育
委
員
が

坪
野
地
区
に
出
む
い
て
話
し
合
い
し
た

が
、
統
合
に
踏
み
切
れ
ず
、
危
険
校
舎

改
築
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
経
費
と
し

て
、
松
之
山
小
校
舎
裏
側
溝
工
事
費
二

八
万
円
、
三
省
小
屋
根
工
事
一
一
五
万

円
、
浦
田
小
グ
ラ
ン
ド
整
地
工
事
一
五

〇
万
円
、
松
中
灯
油
タ
ン
タ
埋
設
工
事

一
四
五
万
円
、
松
中
通
学
道
路
（
川
手

　
　
　
　
線
）
工
事
二
〇
万
円
、
学
校

　
　
　
　
無
人
化
施
設
（
松
中
、
浦
田

　
　
　
　
小
）
工
事
一
二
〇
万
円
の
ほ

　
　
　
　
か
、
各
学
校
の
営
繕
修
繕
費

消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
教
材
費
な
ど
を

合
せ
て
、
小
学
校
費
で
は
コ
ニ
〇
四
万

円
、
中
学
校
費
で
は
六
一
一
万
円
、
寄

宿
舎
運
営
費
三
三
三
万
円
な
ど
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

助
役
・

　
3
月
2
9
日
招
集
さ
れ
た
臨
時
町
議

会
に
お
い
て
、
4
月
1
6
日
任
期
が
満

了
と
な
る
助
役
、
収
入
役
の
選
任
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
が
あ
り
、
助
役

（
助
役
大
見
勝
平
略
歴
）

　
大
正
2
年
生
れ
6
0
歳
、
尋
常
高
等

小
卒
、
元
収
入
役
5
期
を
経
て
、
昭

和
4
0
年
か
ら
助
役
に
就
任
。

収
入
役
再
任

に
は
大
見
勝
平
氏
、
収
入
役
に
は

田
辺
誠
二
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

（
収
入
役
田
辺
誠
二
略
歴
）

　
大
正
1
3
年
生
れ
4
8
歳
、
東
京
実

業
高
卒
、
昭
和
2
3
年
か
ら
役
場
産

業
課
勤
務
を
経
て
、
昭
和
4
0
年
か

ら
収
入
役
に
就
任
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
昨
年
度

よ
り
三
三
七
〇
万
円
増
、
こ
こ

数
年
、
米
の
生
産
調
整
に
あ
お

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
と
し
は
、

調
整
の
最
終
年
度
に
入
り
、
今

後
、
町
の
農
業
振
興
整
備
計
画

を
進
め
る
上
に
、
そ
の
事
務
費

自
然
休
養
村
計
画
費
、
ま
た
、

農
林
業
費
で
一
番
大
き
な
事
業

は
、
林
道
開
設
、
農
道
整
備
、

団
地
造
林
な
ど
の
事
業
費
が
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
お
も
な
事
業
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
農
業
振
異
費
…
六
七
九
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農

し
、

百
円
、

牛牛
4
5
円
、

▼
農
業
振
異
地
域
整
備
事
業
費
6
3
万
円

　
米
の
生
産
調
整
終
了
後
、
町
の
農
業

振
興
を
進
め
て
行
く
た
め
の
推
進
委
員

（
1
9
名
）
費
用
弁
償
な
ど
経
費
で
あ
り

ま
す
。

▼
自
然
休
養
村
整
備
計
面
費
九
五
万
円

　
こ
と
し
は
、
自
然
休
養
村
指
定
の
た

め
基
礎
調
査
計
画
年
度
の
、
事
務
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
林
業
総
務
費
…
…
…
…
六
〇
一
万
円

　
治
山
林
道
協
会
負
担
金
、
町
森
林
組

　
業
奨
励
補
助
金
、
負
担
金
が
お
も

　
で
た
ば
こ
耕
作
組
合
、
な
め
こ
増

　
殖
組
合
、
養
蚕
事
業
組
合
、
病
害

　
虫
防
除
協
議
会
、
長
い
も
栽
培
組

　
合
な
ど
に
支
出
す
る
経
費
が
計
上

　
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
▼
畜
麿
振
異
費
…
…
一
二
〇
万
円

　
子
牛
多
頭
生
産
奨
励
補
助
金
（
二

　
頭
目
の
一
頭
に
対
し
二
万
円
補
助
）
、

　
牛
人
工
授
精
補
助
金
、
肥
育
も
と

　
牛
導
入
事
業
補
助
金
（
一
八
○
頭
）

な
ど
、
牛
の
生
産
奨
励
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
▼
草
地
利
用
対
策
費
一
〇
八
万
円

　
　
こ
の
費
用
は
、
大
厳
寺
原
牧
場

　
の
運
営
費
が
お
も
で
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
放
牧
料
を
10
円
値
上
げ

放
牧
料
一
日
、
牛
（
1
2
ヵ
月
以
上
）

　
　
牛
（
1
2
ヵ
月
未
満
）
9
0
円
、
子

（
6
ヵ
月
未
満
）
3
0
円
、
肥
育
も
と

　
　
　
め
ん
よ
う
2
0
円
に
な
り
ま
す
。

合
労
務
班
育
成
負
担
金
な
ど
、
町
の
造

林
振
興
を
進
め
て
行
く
た
め
の
補
助
金

負
担
金
で
、
こ
の
ほ
か
は
経
常
的
な
経

費
で
あ
り
ま
す
。

▼
林
道
天
水
越
線
工
事
費
…
三
六
六
二

万
円

　
こ
の
林
道
は
、
大
厳
寺
原
牧
場
か
ら

長
野
県
、
野
々
海
高
原
ま
で
、
総
工
事

費
二
億
一
千
万
円
、
総
延
長
六
八
二
〇

屑
を
、
五
年
計
画
で
実
施
す
る
林
道
で

あ
り
ま
す
。
こ
と
し
は
二
年
度
目
で
、

延
長
一
七
〇
〇
灯
、
巾
員
四
灯
を
開
拓

す
る
工
事
費
で
す
。

▼
東
山
団
地
造
林
事
巣
費
…
一
〇
六
顧

万
円

　
昨
年
、
東
山
団
地
1
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
造

林
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
引
き
続
い

て
1
6
ヘ
タ
タ
ー
ル
を
団
地
造
林
す
る
事

業
費
で
す
。

▼
一
般
農
道
東
山
線
改
良
事
桑
費
・
…
・

一
一
六
九
二
万
円

　
こ
と
し
か
ら
三
力
年
計
画
で
、
赤
倉

か
ら
東
山
部
落
ま
で
、
総
延
長
一
八
三

七
牌
、
巾
貝
四
㍊
を
道
路
改
良
す
る
事

業
費
で
、
こ
と
し
は
延
長
五
〇
二
灯
、

巾
員
四
層
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

▼
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
巣
費
…

七
〇
〇
万
円

　
西
之
前
か
ら
福
島
よ
り
に
宮
田
線
を

延
長
五
五
〇
灯
、
巾
員
三
、
六
灯
の
農

道
を
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。
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老
人
福
祉
を
充
実

　
　
老
人
い
こ
い
の
家
建
設
三
五
八
万
円

■
民
生
費
…
…
…
…
…
…
六
一
五
万
円

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
七
一
万

円
増
額
、
こ
の
予
算
で
は
、
老
人
の
福

祉
関
係
の
費
用
一
〇
八
七
万
円
で
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
老
人
に
、
暖
か
い
手
を
と

そ
の
老
人
の
福
祉
の
た
め
、
老
人
奉
任

員
を
置
え
た
り
、
ね
た
き
り
老
人
の
医

療
費
一
〇
九
万
円
、
7
0
歳
以
上
の
老
人

医
療
費
七
三
〇
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
補

助
金
四
〇
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

老
人
の
方
々
の
健
康
と
、
い
こ
い
の

場
に
、
町
は
昨
年
、
温
泉
を
堀
さ
く
し

毎
分
四
百
μ
の
温
泉
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
老
人
い
こ
い
の
家
建
設
工
事
費

一
五
五
八
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
建

設
予
定
地
は
、
旧
松
里
中
分
校
と
な
り

に
予
定
し
て
い
る
。
建
設
坪
数
約
九
五

坪
、
温
泉
は
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
、

過
熱
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
児
童
福
祉
七
八
八
万
円
は
、

こ
と
し
4
月
1
日
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
対
象
が
広
が
る
こ
と
で
、
こ
の
児
童

手
当
費
七
二
〇
万
円
、
松
之
山
常
設
保

育
所
費
六
一
三
万
円
、
へ
き
地
保
育
所

費
（
松
里
、
浦
田
、
観
音
寺
）
七
九
五

万
円
、
季
節
保
育
所
費
（
三
省
、
東
川
、

中
立
山
、
黒
倉
、
下
布
川
）
一
七
四
万

円
、
国
民
年
金
事
務
費
四
七
九
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
労
働
費
は
、
昨
年
度
よ
り
六
四
万
円

の
増
額
、
こ
の
経
費
は
、
お
も
に
出
稼

関
係
で
、
出
稼
相
談
員
費
、
町
内
求
人

対
策
費
、
出
稼
共
助
会
費
、
内
職
奨
励

費
、
失
業
認
定
費
、
町
出
稼
共
助
会
補

助
金
、
職
業
訓
練
所
費
、
出
稼
リ
ー
ダ

ー
会
議
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
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国
民
健
康
保
険
の

手
続
き

左
記
の
よ
う
な
二
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
世
帯
主
の
方
は
必
ず
1
4
日

以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

糊諺魍

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
で
被
害
者
と
な

っ
て
、
医
療
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
、
相
手
方
と
話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
ず
に
国
保
の

保
険
証
で
、
診
療
を
受
る
と

き
は
、
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乳
児
・
妊
産
婦
医
療
費
を
無
料

ゴ
ミ
集
収
車
一
台
を
購
入

衛
生
費
．
．
…
…
…
…
二
三
六
七
万
円
　
　
　
に
あ
て
る
経
費
に
充
実
を
は
か
り
ま
し

◆
届
出
は
役
場
社
会
課
国
保
係
へ

○
必
ず
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う

O
免
許
証
を
見
せ
て
も
ら
う

　
（
住
所
・
氏
名
）

○
示
談
は
慎
重
に

○
目
撃
者
を
さ
が
そ
う

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
町
民
が
　
健
康

な
毎
日
を
送
る
た
め
に
、
毎
年
、
予
防

接
種
、
間
接
さ
つ
い
、
成
人
病
予
防
検

診
、
清
掃
用
薬
品
な
ど
の
費
用
は
、
昨

年
ど
お
り
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

と
し
は
、
母
子
衛
生
費
に
重
点
を
置
き

そ
の
経
費
二
六
六
万
円
で
、
妊
産
婦
お

よ
び
乳
児
医
療
費
を
計
上
し
、
生
れ
て

く
る
母
子
保
建
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

事故にあったら

必ず役場外届出を

　　●
Ol’

マ
ダ

19『73
誕

た
。
　
（
6
頁
掲
載
）

　
つ
ぎ
に
町
営
大
葬
場
運
営
費
七
〇
万
円

ご
み
し
尿
処
理
関
係
費
用
二
六
三
万
円

は
、
津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

が
お
も
で
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
収
集
、

ご
み
の
処
理
に
は
、
町
民
に
ご
め
い
わ

く
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ

収
集
車
一
台
を
購
入
し
、
万
全
に
備
え

た
い
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㎡‘

－

ビ

7
客

手続きに必要なもの

印鑑、米殼通帳
資格喪失の証明書

こんな場合は手続きを

印鑑、被保険者証
母子手帳

印鑑、米殼通帳、
保護廃止通知書

転入したとき
勤務先の健康保険を
やめるとき

子どもが生まれたと
き

生活保護が廃止され
たとき

入
　
る
　
場
合

印鑑、被保険者証

転出のとき

勤務先の健康保険に
加入したとき

印鑑、被保険者証
死亡診断書または
死亡証明書

印鑑、被保険者証
保護決定通知書

死亡したとき

生活保護が開始され
たとき

や
　
め

る
　
場
　
合

印鑑、被保険者証

市町村内で住所が変わ
ったとき

印鑑

印鑑在学証明書

加入者の氏名が変わっ
たとき

世帯主が変わったとき

世帯主の合併、分離のとき

被保険者証をなくした
とき

子弟が就学で他の市町
村に転出するため、別
の被保険者証が必要な
とき

印鑑

間
め
要

期
た
必

長
く
が

、
行
証

ど
に
者

な
ど
険

ぎ
な
保

せ
県
被
き

か
府
の
と

出
他
別
な
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　　松
　改之
七良山
六拡地
八張区
四工簡
万事水
円

■
松
之
山
地
区
簡
水
…
八
一
八
三
万
円

　
松
之
山
地
区
簡
易
水
道
は
、
昭
和
3
7

年
の
地
す
べ
り
災
害
に
よ
り
、
松
之
山

光
間
、
新
山
の
三
部
落
の
飲
料
水
が
確

保
で
き
な
く
な
り
、
3
8
年
に
、
地
す
べ

り
の
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、
構
造
物
、

送
配
水
管
を
埋
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず

地
上
に
露
出
し
た
ま
・
、
簡
易
水
道
を

建
設
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
夏
場
の
強
雨
時
の
泥
水
、
冬

期
は
凍
結
な
ど
の
支
障
を
き
た
し
て
い

る
の
で
、
こ
と
し
は
、
こ
の
改
良
と
新

た
に
、
水
梨
、
小
谷
、
大
荒
戸
の
三
部

落
を
加
え
て
、
改
良
工
事
を
行
な
い
、

恒
久
的
な
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
、

七
六
八
四
万
円
で
建
設
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

■
湯
本
簡
水
－

■
湯
山
簡
水
：

：
六
一
一
万
円

：
四
六
万
円

農
地
の
転
用
手
続
は
早
目
に

　
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
、
植
林
、

そ
の
他
敷
地
）
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
第
四
条
第
五
条
の
許
可
を
得
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
許
可
が
来
る
ま
で
に
は
、
早
く
て

一
ヵ
月
半
か
か
り
ま
す
か
ら
、
転
用
の

計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
目
に
農
業

委
員
会
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

　
米
の
生
産
調
整
以
後
、
水
田
に
植
林

す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
水
田
に

か
か
わ
ら
ず
畑
へ
の
植
林
に
つ
い
て
も

充
分
隣
接
農
地
の
耕
作
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
に
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
転
用
申
請

が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
で
は
、
現
地
を
確
認
し
て
、
隣
接
地

へ
影
響
あ
る
も
の
は
、
条
件
を
つ
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
建
物
の
敷
地
に
す

る
場
合
は
、
建
物
の
配
置
、
面
積
、
構

造
等
の
図
面
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
申
請
ま
で
に
用
意
し

て
お
い
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
農
業
用

施
設
で
ニ
ア
ー
ル
未
満
の
も
の
は
、
許

可
不
要
で
す
が
、
届
出
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
農
業
委
員
会

で
は
、
毎
月
各
地
区
に
お
い
て
農
地
相

談
日
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
（
農
業
委
員
会
）

4袖4む

　　乳
　　o團
　D　！贈
　一　　　　

崖羅

健

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
か
ら
、
妊
産
婦

お
よ
ぴ
乳
児
医
療
費
の
助
成
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
助
成
対
象
者

　
松
之
山
町
に
居
住
す
る
妊
産
婦
ま
た

は
乳
児
の
保
護
者
。

▼
助
成
の
内
容

　
国
民
健
康
保
険
及
ぴ
各
種
社
会
保
険

の
給
付
と
、
附
加
給
付
の
金
額
を
の
ぞ

い
た
自
己
負
担
分
の
金
額
を
助
成
す
る
。

▼
助
成
期
問

○
妊
産
婦
…
妊
娠
届
を
提
出
し
た
月
の

　
翌
月
初
日
か
ら
出
産
し
た
月
の
翌
月

　
末
日
ま
で
。

○
乳
児
…
出
産
し
た
日
か
ら
満
一
歳
に

　
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
。

▼
届
出
な
ど
の
手
続
き

O
妊
産
婦
…
妊
娠
届
を
提
出
す
る
時
に

　
医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
書
を
提

　
出
す
る
。
　
（
各
用
紙
は
役
場
衛
生
係

　
に
あ
り
ま
す
）

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
受
診
証

　
※
助
成
期
間
満
了
の
時
は
、
す
み
や

　
か
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
母
子
健

　
康
手
帳
（
受
給
資
格
証
）

○
乳
児
…
出
産
し
た
ら
、
す
み
や
か
に

　
受
給
資
格
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
受
診
証

　
母
子
健
康
手
帳
。

　
※
助
成
期
間
満
了
の
時
は
、
す
み
や

　
か
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
母
子
健

　
康
手
帳
（
受
給
資
格
証
）

▼
医
師
の
診
療
を
受
け
る
時
（
妊
産
婦

乳
児
共
同
じ
）

O
病
院
な
ど
に
行
く
と
き
は
…
必
ず
役

　
場
か
ら
医
療
費
助
成
申
請
書
の
用
紙

　
を
も
ら
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
病
院
な
ど
へ
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑

　
受
診
証
、
母
子
健
康
手
帳
（
受
給
資

　
格
証
付
）
、
医
療
費
助
成
申
請
書
用

　
紙
。

○
医
療
費
助
成
申
請
書
は
…
一
ヵ
月
ご

　
と
に
一
枚
必
要
な
の
で
、
月
が
か
わ

　
っ
て
か
ら
受
診
す
る
場
合
は
、
ま
た

　
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
助
成
費
の
支
払
い
方
法

O
国
保
加
入
の
方
は
…
国
保
組
合
で

　
か
わ
っ
て
受
領
し
ま
す
の
で
、
病

　
院
な
ど
で
負
担
金
を
支
払
う
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
保
以
外
の
社
会
保
険
に
加
入
の

　
方
は
…
今
ま
で
通
り
病
院
窓
口
で

　
支
払
い
、
後
日
町
か
ら
助
成
分
を

　
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

　
分
娩
の
費
用
と
、
重
病
者
等
に
つ

　
い
て
は
、
従
前
の
医
療
助
成
の
制

　
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
妊
蟻
届
を
な
さ
れ
た
方
、

出
生
一
年
未
満
の
対
象
者
に
は
、
後

日
役
場
か
ら
連
絡
し
た
し
ま
す
の
で

そ
の
指
示
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く

充
さ
い
。
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
社

会
課
衛
生
係
ま
た
は
保
健
婦
、
各
助

産
婦
、
母
子
健
康
推
進
委
員
会
。
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吟人で年聞
23，700円の

　　　1医療費

　
，
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国

民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
に
対
す
る

保
険
制
度
で
、
他
の
医
療
保
険
制
度
の

対
象
に
な
ら
な
い
方
々
が
、
必
ず
加
入

・
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
町
で
は
、
約
一
二
三
四
世
帯
、

四
五
五
八
人
が
加
入
し
て
お
り
、
年
間

一
億
九
〇
〇
万
円
の
医
療
費
を
支
払
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険

税
と
、
国
σ
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
右
グ
ラ
フ
・

に
見
る
よ
う
に
、
収
入
で
は
、
保
険
税

が
3
7
％
、
国
の
補
助
金
が
4
2
％
。
支
出

で
は
沸
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
が
81

％
し
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
の
1
月
か
ら
、
老
人
医
療
費

無
胤
化
と
」
4
月
か
ち
の
、
、
乳
児
、
妊

産
婦
の
医
療
費
無
料
制
度
実
施
に
よ
る

は
ね
か
え
り
で
、
医
療
費
は
ふ
え
る
見

込
で
、
一
世
帯
当
り
、
年
間
の
医
療
費

は
」
八
六
四
万
円
（
一
人
当
り
二
万
三

千
七
百
二
十
三
円
）
と
な
り
、
ま
た
、

診
療
所
勘
定
へ
の
繰
出
金
が
、
多
額
に

な
っ
て
い
み
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
保
険

税
で
ま
か
な
う
分
も
ふ
え
、
や
む
な
く

今
年
も
保
険
税
が
、
値
上
り
し
て
し
ま

。
う
こ
と
に
な
り
、
一
世
帯
当
り
三
万
六

千
五
百
十
五
円
に
な
り
ま
し
た
。

紹
意

麿
窮

空
　
　
る

　
め
な
占
川

　
る
災
次

あ
な

　
　
　
大
で

温
多
　
　
の

　
　
　
　
す
さ

　
日
す
ま
だ

　
る

　
　
　
き
あ
意

力
燥
起

れこ
　
　
災
険
分

　
気
火
危
十

具
し
合
し
末

　
正
場
ま
始

　
　
　
　
き

使
き
使
お
あ

　
ど
　
　
て

　
と
　
　
　
し

■
　
　
■
　
　
■

■たぱこの投げ捨てや、寝たばこ

　は、つつしみましょう。

■外出するときや、寝る前にはも

　必ず火の元を確かめましょう5

■病人や子供、老人はできるだけ

避難しやすい場所で、就寝させ

　ましょう。

　
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算
は
、
総
額

二
二
七
九
万
桐
で
、
農
作
八
六
一
万
円

蚕
繭
一
八
万
円
、
家
畜
二
二
四
万
円
、

業
務
一
一
七
六
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

と
し
の
事
業
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
単
位
当
り
共
済
金
額
の
引
上
げ
に
よ

り
農
家
の
稲
作
、
蚕
繭
、
家
畜
を
お
守

り
す
る
た
め
に
、
水
稲
は
ー
㎏
当
り
百

三
〇
円
に
、
春
蚕
繭
は
箱
当
り
二
万
円

初
秋
蚕
繭
は
一
万
七
千
円
、
晩
秋
蚕
繭

は
噌
万
七
千
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ

ま
し
た
。

　
建
物
共
済
の
推

進
に
は
、
嘱
託
具

さ
ん
の
ご
協
力
に

ょ
り
、
昨
年
度
で

は
、
一
戸
当
り
百

二
〇
万
円
と
伸
び

少
し
で
も
不
慮
の

事
故
に
供
え
ら
れ

る
よ
う
高
額
加
入

f
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
業
務
事
業
で
は
、

し
、

当
り
千
二
百
円
前
後
）
、
ま
た
、
飼
料
も

約
二
割
近
い
値
上
り
で
あ
る
。

　
多
頭
飼
育
農
家
の
多
い
浦
田
農
協
で

は
、
肥
育
農
家
は
、
経
営
内
容
を
再
検

討
し
、
生
産
牛
を
組
み
入
れ
る
な
ど
の

弾
力
的
な
畜
産
経
営
を
や
る
よ
う
に
指

導
し
た
い
ど
い
っ
て
い
る
。

　
町
の
家
畜
共
済
事
業
で
は
、
万
一
の

場
合
の
補
償
の
充
実
、
農
家
経
済
の
確

保
な
ど
を
考
え
、
こ
と
し
か
ら
、
・
高
領

加
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
針
で
す
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
国
の
推
進
対
策

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
地
地
図
を
作
成

　
　
縮
図
し
て
リ
コ
ピ
ー
の
と
れ
る
も

の
に
し
た
い
考
え
で
す
。
ま
た
、
防
除

に
つ
い
て
は
背
負
動
散
二
〇
台
半
額
相

当
の
補
助
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

◇
牛
の
泣
き
笑
い

　
昨
年
と
比
較
し
、
他
県
産
で
一
頭
当

り
十
万
円
前
後
、
県
内
産
で
七
万
円
前

後
の
高
値
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

牛
（
当
歳
）
の
導
入
価
格
で
あ
り
ま
す
。

（
こ
れ
に
対
し
、
販
売
価
格
は
枝
肉
㎏

牛のなき笑

と
し
て
、
共
済
掛
．
、

金
を
分
納
制
に
改

正
（
五
頭
以
上
飼

養
す
る
農
家
で
四

回
で
分
納
）
す
る

こ
と
。
家
畜
共
済

推
進
補
助
金
を
、

今
ま
で
、
三
頭
以

上
一
頭
に
つ
き
五

百
円
交
付
し
て
い

た
も
の
を
段
階
制

に
し
て
、
補
助
金
も
約
5
0
％
引
上
げ
た

い
こ
と
。

　
ま
た
、
損
害
防
止
を
強
化
す
る
た
め

に
、
今
ま
で
や
っ
て
い
た
連
合
会
の
委

託
事
業
の
ほ
か
、
町
で
健
康
検
査
の
微

底
と
合
せ
て
、
生
産
牛
に
は
、
妊
娠
監

定
を
春
一
回
や
る
計
画
も
た
て
て
お
り

ま
す
。

　
牛
の
高
値
に
対
し
、
新
年
度
か
ら
以

上
の
三
点
を
柱
と
し
て
、
家
畜
共
済
事

業
の
推
進
を
図
る
よ
う
、
具
体
的
な
実

施
内
容
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
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　　松
　改之
七良山
六拡地
八張区
四工簡
万事水
円

■
松
之
山
地
区
簡
水
…
八
一
八
三
万
円

　
松
之
山
地
区
簡
易
水
道
は
、
昭
和
3
7

年
の
地
す
べ
り
災
害
に
よ
り
、
松
之
山

光
間
、
新
山
の
三
部
落
の
飲
料
水
が
確

保
で
き
な
く
な
り
、
3
8
年
に
、
地
す
べ

り
の
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、
構
造
物
、

送
配
水
管
を
埋
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず

地
上
に
露
出
し
た
ま
・
、
簡
易
水
道
を

建
設
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
夏
場
の
強
雨
時
の
泥
水
、
冬

期
は
凍
結
な
ど
の
支
障
を
き
た
し
て
い

る
の
で
、
こ
と
し
は
、
こ
の
改
良
と
新

た
に
、
水
梨
、
小
谷
、
大
荒
戸
の
三
部

落
を
加
え
て
、
改
良
工
事
を
行
な
い
、

恒
久
的
な
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
、

七
六
八
四
万
円
で
建
設
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

■
湯
本
簡
水
－

■
湯
山
簡
水
：

：
六
一
一
万
円

：
四
六
万
円

農
地
の
転
用
手
続
は
早
目
に

　
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
、
植
林
、

そ
の
他
敷
地
）
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
第
四
条
第
五
条
の
許
可
を
得
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
許
可
が
来
る
ま
で
に
は
、
早
く
て

一
ヵ
月
半
か
か
り
ま
す
か
ら
、
転
用
の

計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
目
に
農
業

委
員
会
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

　
米
の
生
産
調
整
以
後
、
水
田
に
植
林

す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
水
田
に

か
か
わ
ら
ず
畑
へ
の
植
林
に
つ
い
て
も

充
分
隣
接
農
地
の
耕
作
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
に
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
転
用
申
請

が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
で
は
、
現
地
を
確
認
し
て
、
隣
接
地

へ
影
響
あ
る
も
の
は
、
条
件
を
つ
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
建
物
の
敷
地
に
す

る
場
合
は
、
建
物
の
配
置
、
面
積
、
構

造
等
の
図
面
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
申
請
ま
で
に
用
意
し

て
お
い
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
農
業
用

施
設
で
ニ
ア
ー
ル
未
満
の
も
の
は
、
許

可
不
要
で
す
が
、
届
出
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
農
業
委
員
会

で
は
、
毎
月
各
地
区
に
お
い
て
農
地
相

談
日
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
（
農
業
委
員
会
）

4袖4む

　　乳
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崖羅

健

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
か
ら
、
妊
産
婦

お
よ
ぴ
乳
児
医
療
費
の
助
成
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
助
成
対
象
者

　
松
之
山
町
に
居
住
す
る
妊
産
婦
ま
た

は
乳
児
の
保
護
者
。

▼
助
成
の
内
容

　
国
民
健
康
保
険
及
ぴ
各
種
社
会
保
険

の
給
付
と
、
附
加
給
付
の
金
額
を
の
ぞ

い
た
自
己
負
担
分
の
金
額
を
助
成
す
る
。

▼
助
成
期
問

○
妊
産
婦
…
妊
娠
届
を
提
出
し
た
月
の

　
翌
月
初
日
か
ら
出
産
し
た
月
の
翌
月

　
末
日
ま
で
。

○
乳
児
…
出
産
し
た
日
か
ら
満
一
歳
に

　
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
。

▼
届
出
な
ど
の
手
続
き

O
妊
産
婦
…
妊
娠
届
を
提
出
す
る
時
に

　
医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
書
を
提

　
出
す
る
。
　
（
各
用
紙
は
役
場
衛
生
係

　
に
あ
り
ま
す
）

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
受
診
証

　
※
助
成
期
間
満
了
の
時
は
、
す
み
や

　
か
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
母
子
健

　
康
手
帳
（
受
給
資
格
証
）

○
乳
児
…
出
産
し
た
ら
、
す
み
や
か
に

　
受
給
資
格
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
受
診
証

　
母
子
健
康
手
帳
。

　
※
助
成
期
間
満
了
の
時
は
、
す
み
や

　
か
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
母
子
健

　
康
手
帳
（
受
給
資
格
証
）

▼
医
師
の
診
療
を
受
け
る
時
（
妊
産
婦

乳
児
共
同
じ
）

O
病
院
な
ど
に
行
く
と
き
は
…
必
ず
役

　
場
か
ら
医
療
費
助
成
申
請
書
の
用
紙

　
を
も
ら
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
病
院
な
ど
へ
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑

　
受
診
証
、
母
子
健
康
手
帳
（
受
給
資

　
格
証
付
）
、
医
療
費
助
成
申
請
書
用

　
紙
。

○
医
療
費
助
成
申
請
書
は
…
一
ヵ
月
ご

　
と
に
一
枚
必
要
な
の
で
、
月
が
か
わ

　
っ
て
か
ら
受
診
す
る
場
合
は
、
ま
た

　
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
助
成
費
の
支
払
い
方
法

O
国
保
加
入
の
方
は
…
国
保
組
合
で

　
か
わ
っ
て
受
領
し
ま
す
の
で
、
病

　
院
な
ど
で
負
担
金
を
支
払
う
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
保
以
外
の
社
会
保
険
に
加
入
の

　
方
は
…
今
ま
で
通
り
病
院
窓
口
で

　
支
払
い
、
後
日
町
か
ら
助
成
分
を

　
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

　
分
娩
の
費
用
と
、
重
病
者
等
に
つ

　
い
て
は
、
従
前
の
医
療
助
成
の
制

　
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
妊
蟻
届
を
な
さ
れ
た
方
、

出
生
一
年
未
満
の
対
象
者
に
は
、
後

日
役
場
か
ら
連
絡
し
た
し
ま
す
の
で

そ
の
指
示
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く

充
さ
い
。
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
社

会
課
衛
生
係
ま
た
は
保
健
婦
、
各
助

産
婦
、
母
子
健
康
推
進
委
員
会
。

髄”ll；1一ホ［、まつのやま48．4．101
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吟人で年聞
23，700円の

　　　1医療費

　
，
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国

民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
に
対
す
る

保
険
制
度
で
、
他
の
医
療
保
険
制
度
の

対
象
に
な
ら
な
い
方
々
が
、
必
ず
加
入

・
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
町
で
は
、
約
一
二
三
四
世
帯
、

四
五
五
八
人
が
加
入
し
て
お
り
、
年
間

一
億
九
〇
〇
万
円
の
医
療
費
を
支
払
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険

税
と
、
国
σ
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
右
グ
ラ
フ
・

に
見
る
よ
う
に
、
収
入
で
は
、
保
険
税

が
3
7
％
、
国
の
補
助
金
が
4
2
％
。
支
出

で
は
沸
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
が
81

％
し
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
の
1
月
か
ら
、
老
人
医
療
費

無
胤
化
と
」
4
月
か
ち
の
、
、
乳
児
、
妊

産
婦
の
医
療
費
無
料
制
度
実
施
に
よ
る

は
ね
か
え
り
で
、
医
療
費
は
ふ
え
る
見

込
で
、
一
世
帯
当
り
、
年
間
の
医
療
費

は
」
八
六
四
万
円
（
一
人
当
り
二
万
三

千
七
百
二
十
三
円
）
と
な
り
、
ま
た
、

診
療
所
勘
定
へ
の
繰
出
金
が
、
多
額
に

な
っ
て
い
み
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
保
険

税
で
ま
か
な
う
分
も
ふ
え
、
や
む
な
く

今
年
も
保
険
税
が
、
値
上
り
し
て
し
ま

。
う
こ
と
に
な
り
、
一
世
帯
当
り
三
万
六

千
五
百
十
五
円
に
な
り
ま
し
た
。

紹
意

麿
窮

空
　
　
る

　
め
な
占
川

　
る
災
次

あ
な

　
　
　
大
で

温
多
　
　
の

　
　
　
　
す
さ

　
日
す
ま
だ

　
る

　
　
　
き
あ
意

力
燥
起

れこ
　
　
災
険
分

　
気
火
危
十

具
し
合
し
末

　
正
場
ま
始

　
　
　
　
き

使
き
使
お
あ

　
ど
　
　
て

　
と
　
　
　
し

■
　
　
■
　
　
■

■たぱこの投げ捨てや、寝たばこ

　は、つつしみましょう。

■外出するときや、寝る前にはも

　必ず火の元を確かめましょう5

■病人や子供、老人はできるだけ

避難しやすい場所で、就寝させ

　ましょう。

　
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算
は
、
総
額

二
二
七
九
万
桐
で
、
農
作
八
六
一
万
円

蚕
繭
一
八
万
円
、
家
畜
二
二
四
万
円
、

業
務
一
一
七
六
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

と
し
の
事
業
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
単
位
当
り
共
済
金
額
の
引
上
げ
に
よ

り
農
家
の
稲
作
、
蚕
繭
、
家
畜
を
お
守

り
す
る
た
め
に
、
水
稲
は
ー
㎏
当
り
百

三
〇
円
に
、
春
蚕
繭
は
箱
当
り
二
万
円

初
秋
蚕
繭
は
一
万
七
千
円
、
晩
秋
蚕
繭

は
噌
万
七
千
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ

ま
し
た
。

　
建
物
共
済
の
推

進
に
は
、
嘱
託
具

さ
ん
の
ご
協
力
に

ょ
り
、
昨
年
度
で

は
、
一
戸
当
り
百

二
〇
万
円
と
伸
び

少
し
で
も
不
慮
の

事
故
に
供
え
ら
れ

る
よ
う
高
額
加
入

f
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
業
務
事
業
で
は
、

し
、

当
り
千
二
百
円
前
後
）
、
ま
た
、
飼
料
も

約
二
割
近
い
値
上
り
で
あ
る
。

　
多
頭
飼
育
農
家
の
多
い
浦
田
農
協
で

は
、
肥
育
農
家
は
、
経
営
内
容
を
再
検

討
し
、
生
産
牛
を
組
み
入
れ
る
な
ど
の

弾
力
的
な
畜
産
経
営
を
や
る
よ
う
に
指

導
し
た
い
ど
い
っ
て
い
る
。

　
町
の
家
畜
共
済
事
業
で
は
、
万
一
の

場
合
の
補
償
の
充
実
、
農
家
経
済
の
確

保
な
ど
を
考
え
、
こ
と
し
か
ら
、
・
高
領

加
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
針
で
す
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
国
の
推
進
対
策

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
地
地
図
を
作
成

　
　
縮
図
し
て
リ
コ
ピ
ー
の
と
れ
る
も

の
に
し
た
い
考
え
で
す
。
ま
た
、
防
除

に
つ
い
て
は
背
負
動
散
二
〇
台
半
額
相

当
の
補
助
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

◇
牛
の
泣
き
笑
い

　
昨
年
と
比
較
し
、
他
県
産
で
一
頭
当

り
十
万
円
前
後
、
県
内
産
で
七
万
円
前

後
の
高
値
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

牛
（
当
歳
）
の
導
入
価
格
で
あ
り
ま
す
。

（
こ
れ
に
対
し
、
販
売
価
格
は
枝
肉
㎏

牛のなき笑

と
し
て
、
共
済
掛
．
、

金
を
分
納
制
に
改

正
（
五
頭
以
上
飼

養
す
る
農
家
で
四

回
で
分
納
）
す
る

こ
と
。
家
畜
共
済

推
進
補
助
金
を
、

今
ま
で
、
三
頭
以

上
一
頭
に
つ
き
五

百
円
交
付
し
て
い

た
も
の
を
段
階
制

に
し
て
、
補
助
金
も
約
5
0
％
引
上
げ
た

い
こ
と
。

　
ま
た
、
損
害
防
止
を
強
化
す
る
た
め

に
、
今
ま
で
や
っ
て
い
た
連
合
会
の
委

託
事
業
の
ほ
か
、
町
で
健
康
検
査
の
微

底
と
合
せ
て
、
生
産
牛
に
は
、
妊
娠
監

定
を
春
一
回
や
る
計
画
も
た
て
て
お
り

ま
す
。

　
牛
の
高
値
に
対
し
、
新
年
度
か
ら
以

上
の
三
点
を
柱
と
し
て
、
家
畜
共
済
事

業
の
推
進
を
図
る
よ
う
、
具
体
的
な
実

施
内
容
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
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●
退
職

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
付
け
を
も
っ
て

今
ま
で
長
い
間
、
役
場
職
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
た
、
税
務
課
長
、
滝
沢
常
雄
2
6

年
間
、
川
手
分
校
用
務
員
、
青
木
キ
イ

27

年
間
の
二
名
の
方
々
が
勧
奨
退
職
さ

れ
、
松
之
山
常
設
保
育
園
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
保
母
、
樋
口
佐
与
英
1
年
間
で

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
職
さ
れ
ま
し

た
。　

そ
こ
で
4
月
1
日
付
で
、
新
税
務
課

長
に
和
久
井
正
が
就
任
し
ま
し
た
。

●
新
採
用

　
4
月
1
日
付
け
を
も
っ
て
、
次
の
九

名
の
方
々
を
役
場
職
員
と
し
て
、
新
採

用
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

O
佐
藤
敬
一
　
上
之
山
出
身
、
産
業
課

　
に
主
事
補
で
勤
務

O
田
辺
道
博
　
光
間
出
身
、
税
務
課
に

　
主
事
補
で
勤
務

O
相
沢
秋
男
　
小
谷
出
身
、
総
務
課
に

　
主
事
補
で
勤
務

O
中
島
藁
恵
子
　
水
梨
出
身
、
観
音
寺

　
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
松
沢
ひ
ろ
み
　
湯
山
出
身
、
松
之
山

　
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
福
原
八
重
子
　
天
水
越
出
身
、
松
之

　
山
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
久
保
田
シ
ズ
子
　
新
田
出
身
、
浦
田

　
診
療
所
に
準
看
護
婦
で
勤
務

O
小
野
塚
喜
代
子
　
中
坪
出
身
、
松
之

　
山
診
療
所
に
看
護
見
習
い
で
勤
務

O
津
端
冒
枝
　
光
間
出
身
、
教
育
委
員

　
会
に
栄
養
士
で
勤
務

●
童
巣
課
林
桑
係
（
森
林
組
合
）
が
、

　
二
階
の
事
務
室
に
移
り
ま
し
た
。

出
稼
先
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
2
月
4
日
に
東
京
王
子
労
政
事
務
所

で
、
3
月
4
日
は
名
古
屋
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
で
各
々
町
長
、
職
業
係
、
農
委

係
が
出
向
き
多
数
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
席

し
て
、
町
政
の
事
や
出
稼
の
問
題
案
が

主
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
一
番
切

実
に
訴
え
ら
れ
た
問
題
が
、
家
族
と
離

れ
て
の
出
稼
生
活
の
期
間
が
長
く
、
正

月
帰
省
バ
ス
に
つ
い
て
は
本
当
に
有
り

が
た
い
が
、
3
月
初
旬
ご
ろ
に
も
う
一

度
帰
省
出
来
る
よ
う
心
配
願
え
な
い
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
無
理
も
無
い
問

題
で
1
月
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
帰
省
出

来
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
種
々
の

問
題
が
あ
る
。
第
一
に
豪
雪
期
で
あ
る

こ
と
。
第
二
に
生
活
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
雪
の
た
め
一
週
間
も
働
か
な
か
っ

た
ら
賃
金
が
も
ら
え
な
い
こ
と
。
第
三

に
建
設
業
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
会
社

に
つ
と
め
る
場
合
、
全
員
が
一
時
に
帰

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
ま
た
3
月
ご

ろ
ヒ
ョ
コ
ン
と
帰
っ
た
場
合
世
間
の
人

が
あ
こ
の
親
父
は
正
月
も
帰
っ
た
の
に

又
帰
っ
て
い
る
と
、
へ
ん
な
目
で
見
ら

れ
る
な
ど
、
春
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
研

究
し
た
い
。
ま
た
税
金
が
高
い
、
失
業

保
険
の
就
労
が
多
く
て
出
稼
中
よ
り
帰

っ
て
か
ら
の
疲
れ
の
方
が
大
き
い
。
出

稼
し
な
く
と
も
働
け
る
工
場
が
地
元
に

来
な
い
か
（
こ
の
問
題
は
紙
面
の
都
合

で
次
号
に
V
な
ど
沢
山
出
さ
れ
た
。
出

稼
先
の
事
業
所
で
の
懇
談
会
1
9
事
業
所
、

留
守
家
族
の
懇
談
会
を
9
部
落
と
、
ど

こ
の
部
落
へ
行
っ
て
も
3
月
帰
省
と
、

税
金
、
働
く
場
所
、
又
内
職
の
そ
つ
の

良
い
も
の
と
い
う
。
こ
の
土
地
が
昨
年

や
今
年
位
の
雪
で
あ
れ
ば
解
決
出
来
る

問
題
が
多
い
と
思
い
ま
す
し
、
直
接
町

民
の
方
々
に
解
け
こ
ん
で
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
係
）

◆母子保健推進員の紹介◆

　松之山町では、この数年の間で、出

生数が半数近く も減ってしまい、ます

ます人口の減少が目立ってきました。

　若いお母さんも少く、しかも冬の長

い間、大雪にうもれて生活をしなけれ

ばならなく、赤ちゃんや妊婦さんのい

る家庭は、非常に不安であろうと思わ

れます。

　そこで、各地区に相談役、連絡役と

しての母子保健推進員の方々に活躍し

ていただいています。

　各地区の推進員の方々を紹介します。

　自分の部落を担当される方を知って

いて下さい。また、何でも相談してく

ださい。

　（〉内ば、担当部落です。

●松之山、井部朝子（松之山」　●湯

山、松沢ナヲ（湯山）、●兎口、樋口

喜代（兎口、新山、拳問）、●小谷、

和久井トシ子（小谷）、●水梨、相沢

孝子（水梨）、●大荒戸、相田ギン（大

荒戸）、●下川手、志賀マキ（下川手）、

●上川手、滝沢ノブ（上川手）、●天

水越、佐藤千津子（天水越）、●天水

島、高橋サク（天水島）、●湯本、小

野塚るり（湯本）、●中尾、高橋ミチ

（中尾）、●藤倉、小野塚シゲ（藤倉）、

下蝦池、鈴木ハル（東川上下蝦池）、

●坪野、村山タツ（下布川）、

●新田、田辺ミサオ（新田、曽根、藤

原）、●北浦田、本山ハルエ（北浦田

樋田、崩田、西之前）、●湯之島、具

沼タカ（湯之島、上之山）、●月池、

田中ツネ（坂中、月池）、●中立山、

佐藤スミエ（中立山、田麦立）、●黒

倉、布施トシ（黒倉）

孕猛八・転鎧鋸護離
　転入届は、転入をした日の　　　これら届出は必ず本人が届

翌日から14日以内に届出をし　　出てください。

てください。　　　　　　　　　この届出に．は、国保の保険

　転出届は、転出をする日が　　証、国民年金手帳、厚生年金

決ったら、先ず転出先を明ら　　証書（転入届のとき）と印か

かにして転出届をして下さい。　んが必要です。　　戸籍係

はなし飼いは
　　　　　　しないで

　　像健所では、町四魯バトロ

　ールし、はなし飼いの犬朔慮

嚢を行なっています。

　　他人に迷嘉をかけないよう

　犬は、いつもつないでお《よ

　う、ご協力ください。

o；の


